
UDや動画を導入してわかりやすく

 特集  わかりやすい印刷物  

UDや動画を導入してわかりやすく
 伊藤 佳津子＊

　パンフレットの文字が読みにくく，内容もわか
りにくかったので，見るのをやめてしまった。
　届いた通知書は，文字がびっしりで読む気がお
きなかった。
　サービスに申込もうと書類に記入をはじめたが，
わかりにくくて途中でやめてしまった。

　このような「情報を得るための印刷物なのに，
読む気が失せて情報を得ないままに終わる」「申
込むつもりだったが，わかりにくくてその気が失
せた」という経験を，多くの人が日常で体験して
いる。情報を発信する企業にとって，提供する商
品やサービスに興味を抱いてもらう，申込んでも
らうための印刷物がそのような事態に陥っている
のであれば，かけた費用の無駄でありさまざまな
意味で損失である。一方で，情報を受け取る側も，
自治体等の通知がわかりづらいと読まずに放置し
たことで，本来なら得られたはずの市民サービス
を享受できないことがあれば，本人が不利を被る
こととなる。
　このようなことになりにくい，わかりやすい印
刷物をつくるということに，当社では十数年前か
ら取り組んでいる。
　当社は，銀行・保険を中心とした金融機関の顧
客や，自治体の市民に向けた通知物の作成，デジ
タルチャネルによる双方向の BPOサービスを展

開している。ビジネスの中心は，顧客情報を厳重
にお預かりし，データ処理を 24時間 365日体制
で行う通知物のデジタルプリントやメーリングプ
ロセス，各種クラウドサービスの運用となってい
る。数年注力しているデジタルトランスフォーメ
ーション（DX）分野では，スマートフォンから
利用できるパーソナライズド動画や双方向のデジ
タル手続きサービス，郵送コストを削減する電子
交付サービスをクラウドサービスで実現している。
　お客さまの多くは金融機関で，SDGs，DXと
並び，顧客本位の業務運営の達成を経営方針で定
めていることが多い。「誰も取り残さない」「わか
りやすい情報提供」がまさにコミュニケーション
上の課題となり，その改善が業務効率化だけでな
く顧客体験（CX）の向上に直結している。当社
は印刷物とデジタル，2つのチャネルを組み合わ
せ，この解決に貢献している。

ユニバーサルデザインに配慮したデザイン
　この「わかりやすい情報提供」を叶えるために，
ユニバーサルデザイン（UD）視点での制作を行
なっている。2004年頃から企画・制作スタッフ
を中心に UDについて定期的な勉強会等の活動
を開始し，以降，制作に UDの考えを導入して
いる。
　UD配慮のひとつの例として，多様な色の見え
方を考慮した配色がある。
　人間には生まれつきの色の見え方に 5種類の
タイプがあり，色弱者といわれる方々の色覚タイ
プによっては，一般色覚の人にとってポピュラー
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